
工事名称　： 某建築工事
検討区間　：
特記事項　：

１　盤ぶくれ現象の検討方法

　　参考文献「土木工事・仮設計画ガイドブック(Ⅰ)・平成２３年改訂版」に基づき検討を行う。

  　(注)文献「山留め設計指針(日本建築学会)」も「荷重バランス法」を採用している。

盤ぶくれ現象の検討（荷重バランス法）

参考文献・page 92を複写貼付



２　検討条件

(１)検討モデル模式図

GL±0.00m

　▽掘削床付深度　DE
土層1 γt1

　▽下面深度　  　D1

土層2 γt2
　▽下面深度  　　D2

土層3 γt3
　▽下面深度  　　D3

土層n γtn 検討対象土層（難透水層）
　▽下面深度    　Dn

(２)掘削床付深度と被圧水頭深度

        名  称 記号 単位 数値 　　　　　記　　事
掘削床付深度 DE GL-m 10.00
被圧水頭深度 WL GL-m 2.00

(３)水の単位体積重量

        名  称 記号 単位 数値 　　　　　記　　事
水の単位体積重量 γw kN/m3 10.0

(４)土層の土質名称、下面深度および土の湿潤単位体積重量

　　　　　　　　　土層毎の土質名称・下面深度および土の湿潤単位体積重量
下面深度 土の湿潤単

土層番号 　　 　土質名称 位体積重量 　　　　　　記　　事
Dn(GL-m) γt(kN/m3)

1 砂 12.00 18.00
2 粘土 14.00 16.00
3 砂れき 16.00 20.00
4 粘土 18.00 16.00
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

被圧滞水層

▽被圧水頭 WL



(５)安全率

        名  称 記号 単位 数値 　　　　　記　　事
安全率 Fs ---- 1.1

土木学会 Fs ≧ 1.1 ---- 文献：土木工事・仮設計画ガイドブック(Ⅰ) page92
日本建築学会 Fs ＞ 1.0 ---- 文献：山留め設計指針 page143

３　盤ぶくれ現象の検討

(１)被圧水圧(地下水揚圧力)の算出

U = hw × γw

  = ( Dn - WL ) × γw Dn : 検討対象土層（難透水層）の下面深度

  = ( 18.00m - 2.00m ) × 10.0kN/m3

  = 16.00m × 10.0kN/m3

  = 160.00kN/m2

(２)土被荷重の算出

W = h × γt

  = ( DL - DU ) × γt

  = 140.00kN/m2 --------- 下表の計算結果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　土被荷重計算表
土層番号 　　　土質名称 上面深度 下面深度 土層厚 単体重量 土被荷重

DU (GL-m) DL (GL-m) h (m) γt(kN/m3) W(kN/m2)
1 砂 10.00 12.00 2.00 18.00 36.00
2 粘土 12.00 14.00 2.00 16.00 32.00
3 砂れき 14.00 16.00 2.00 20.00 40.00
4 粘土 16.00 18.00 2.00 16.00 32.00
5
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合計        ----- ----- ----- 8.00 ----- 140.00

(３)安全率の算出と判定

Fs = W ÷ U

   = 140.00kN/m2 ÷ 160.00kN/m2

   = 0.88 ＜ 1.10 ----- 【 危　険 】


